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砕石を混入する。
礫混じり砂を主体とする。
含水少ない。

盛土 ・
礫混じ
り土砂

灰

トーナル岩礫を多く含む砂礫。
砂
礫

灰

カタクラサイト礫を多く含む。
砂
礫

灰

塩基性岩（斑レイ岩）礫 暗緑
灰

カタクラサイト・斑レイ岩礫を含む。
砂
礫

灰

礫状コア。岩片には方解石の細脈が網目
状に見られる。

C IV b β

暗灰色の色調を示す塩基性岩石。
岩石の組織は不明瞭。方解石の細脈が網
目状に見られる。
13.5m付近に角度約70°の亀裂が見られる。
14.5m付近に角度約70°の方解石脈が見ら
れる。
16.5m付近に緑簾石脈が見られる。

II

全体として棒状コアで硬質。
15.85～16.10m割れ目が多く片状。
方解石の新しい脈・緑簾石の古い脈が見
られる。

III

コア外形を示すが、割れ目が多く片状コ
ア主体。

IV

棒状コア。角度60°の亀裂が見られる。
亀裂とは比調和な角度60°の方解石脈脈、
角度70°～80°の緑簾石脈が発達する。

B

III

岩片状コア主体。全体に弱脆弱化してい
る。

IV

棒状コア主体。全体に若干脆弱化してい
る。19.7m付近では岩石の組織が不明瞭と
なっている。

C

II

棒状～片状コア。幅1cm程度や亀裂と調和
的な方解石脈が見られる。
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棒状コア主体。II

棒状コア主体。不規則な形状の割れ目が
多い。角度40°60°の方解石脈が見られ
る。
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片状～棒状コア主体。棒状部分に角度60
°の方解石脈が見られる。
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塩基性岩とトーナル岩が混在する。
両者の境界は不明瞭で亀裂や割れ目と関
係しない。
トーナル岩部分では角度60°～70°の流
離が見られる。
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B III a α

棒状コア主体で部分的に片状となる。
角度20°の低角度と角度60°～70°の亀
裂が見られる。
方解石・緑簾石の脈が見られる。脈と亀
裂は比調和。

III

棒状コアで硬質。
28.5mに幅3cm程度の石英脈が角度60°で
層状に挟まれる。
方解石の脈が多く、細脈が網状に部分す
る部分が見られる。
緑簾石脈も少量見られる。

II

棒状コアで硬質。
方解石の脈が見られ、網状に分布する。
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